
日本生態学会  編
鎌田磨人・白川勝信・中越信和  責任編集

日
本
生
態
学
会  

編

　
　鎌
田
磨
人
・
白
川
勝
信
・
中
越
信
和  

責
任
編
集

エコロジー講座7
里山のこれまでとこれから 所収

エ
コ
ロ
ジ
ー
講
座
７

里
山
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
らチョウたちと

守る里山
石井 実
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三
草
山
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森

大
阪
府
北
部
か
ら
兵
庫
県
南
東
部
の

猪い

名な

川が
わ

上
流
域
に
は
里
山
の
景
観
が
広
が

り
、
古
く
か
ら
「
池
田
炭
」
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
能
勢
地
域

の
ク
ヌ
ギ
か
ら
生
産
さ
れ
る
上
質
の
木
炭

「
菊
炭
」
は
、
茶
道
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

全
国
的
に
有
名
で
す
。
こ
の
地
域
の
里
山

は
ま
た
、オ
オ
ム
ラ
サ
キ
や
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、

カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
類
な
ど
の

昆
虫
類
の
よ
い
生
息
場
所
で
も
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
1
9
5
0
～
1
9
6
0
年

代
の
燃
料
革
命
や
肥
料
革
命
に
よ
る
里
山

の
土
地
利
用
の
変
化
は
こ
の
地
域
で
も
例

外
で
は
な
く
、
下
流
側
か
ら
都
市
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
不
要
に
な
っ

た
里
山
は
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
住
宅
地

や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
変
貌
し
、
残
さ
れ
た

も
の
も
管
理
不
足
で
荒
れ
始
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
始
ま
っ
た
の
が
、
三み

草く
さ

山や
ま

に
お
け
る
里
山
の
保
全
事
業
で
す
。

三
草
山
は
、
大
阪
・
兵
庫
府
県
境
に

5
6
4
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
を
も
ち
、
斜

面
に
は
ま
と
ま
っ
た
里
山
林
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
里
山
林
の
特
徴
は
コ
ナ
ラ

や
ク
ヌ
ギ
に
加
え
て
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
が
豊
富

に
見
ら
れ
、
こ
の
木
を
食
樹
と
す
る
ヒ
ロ

オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
チ
ョ
ウ
の
採

集
の
目
的
で
入
山
す
る
コ
レ
ク
タ
ー
も
多

く
、
越
冬
卵
の
採
取
の
た
め
に
ナ
ラ
ガ
シ

ワ
の
大
木
が
切
り
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
彼
ら
の
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末

で
山
火
事
が
起
こ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま

し
た
。
地
元
で
は
、
こ
の
里
山
林
の
今
後

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
マ
ニ
ア
の
ふ
る
ま

い
に
も
頭
を
痛
め
て
い
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
発
足
し
た
財
団
法

人
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（
現
在

は
公
益
財
団
法
人
）
は
、
地
元
の
入
会
地

と
な
っ
て
い
た
こ
の
里
山
林
の
地
権
者
を

回
り
、
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
が
と
く
に
多
い
南
東

斜
面
の
約
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
借
り
上
げ

チョウたちと守る里山
チョウ類調査を里山管理に活用する

石井 実

ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

銀
緑
色
に
輝
く
翅
を
も
つ
美
し
い
チ
ョ
ウ
で
、

三
草
山
は
日
本
に
お
け
る
こ
の
種
の
分
布
の
東

限
に
な
っ
て
い
る

「日本の棚田百選」にも選ばれた大阪府能勢町から見る三草山

写真提供：公益財団法人大阪みどりのトラスト協会、平井規央、長田庸平、西中康明
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て
、
1
9
9
2
年
4
月
に
保
全
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

な
ど
の
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類
は
「
ゼ
フ
ィ
ル

ス
類
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
三
草
山
に

は
日
本
産
25
種
の
う
ち
10
種
も
が
生
息
す

る
こ
と
か
ら
、
事
業
地
の
名
称
は
「
三
草

山
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
」（
以
下
、
ゼ
フ
ィ

ル
ス
の
森
）
と
決
ま
り
ま
し
た
。

チ
ョ
ウ
の
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査

事
業
開
始
当
時
の
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森

に
は
、
背
丈
を
超
え
る
ネ
ザ
サ
が
密
に
繁

茂
し
人
が
立
ち
入
れ
な
い
場
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
伐
採
後
間
も
な
い
株
立
ち
の
ク

ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
、
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
が
並
ぶ
開

け
た
区
画
も
あ
り
ま
し
た
。私
は
、ゼ
フ
ィ

ル
ス
類
の
保
全
が
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
昆
虫
の
研
究
者

と
し
て
こ
の
事
業
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
所
属
す
る
チ
ョ

ウ
と
ガ
の
研
究
者
の
集
ま
り
で
あ
る
日
本

鱗
翅
学
会
の
自
然
保
護
委
員
会
内
に
三
草

山
ト
ラ
ス
ト
委
員
会
を
設
置
し
、
年
に
１

回
、
初
夏
に
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
の
生
息
状
況

調
査
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
保
全
事
業
を
開

始
す
る
に
あ
た
っ
て
最
初
に
な
す
べ
き
こ

と
は
、
植
生
管
理
の
基
本
方
針
を
定
め
る

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
考
え
る

た
め
に
は
、
ま
ず
ど
ん
な
状
態
の
里
山
林

を
目
指
す
か
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
植
生
管

理
の
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
チ
ョ

ウ
類
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

チ
ョ
ウ
類
は
、
森
林
や
草
原
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
に
生
息
し
て
、
大
部
分
の

種
が
幼
虫
時
代
に
は
特
定
の
植
物
に
依
存

し
、
成
虫
も
花
蜜
や
樹
液
な
ど
を
必
要
と

す
る
な
ど
、
植
生
の
状
態
を
反
映
す
る
よ

い
生
物
指
標
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
チ
ョ
ウ
類
は
多
種
多
様
な
捕
食
者
や

寄
生
者
の
食
物
や
寄
主
で
あ
り
、
幼
虫
が

ア
リ
類
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
や
、

成
虫
が
種
子
植
物
の
花
粉
媒
介
に
貢
献
す

る
も
の
も
多
く
、
陸
上
生
態
系
の
中
で
の

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。し
か
も
、

分
類
学
的
に
も
生
態
学
的
に
も
よ
く
研
究

さ
れ
、
種
数
が
適
当
で
、
明
瞭
な
斑
紋
が

あ
り
、
昼
行
性
で
も
あ
る
の
で
、
識
別
が

容
易
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
調
査
に
利
用
す

る
う
え
で
よ
い
特
徴
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
1
9
7
6
年
か
ら

チ
ョ
ウ
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
が
始
ま

り
、
多
く
の
市
民
と
研
究
者
の
参
加
の
も

と
に
、
野
生
生
物
保
護
区
な
ど
で
継
続
的

に
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
と
は
、
調
査

翅を閉じてとまるヒロオビミドリシジ
ミ。裏面は灰白色

三草山のチョウ
最初のトランセクト調査により、
49種のチョウが確認された。写真
はその一部

カラスアゲハ オオムラサキ
ヒカゲチョウ

クロヒカゲ

サトキマダラ
ヒカゲ

コチャバネ
セセリ

オオチャバネ
セセリ

ミドリ
ヒョウモン

キタ
キチョウ

ムラサキ
シジミ ルリタテハ

メスグロ
ヒョウモン
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ル
ー
ト
を
歩
き
な
が
ら
左
右
一
定
幅
の
範

囲
に
見
ら
れ
る
生
物
を
記
録
す
る
方
法
で

す
。
調
査
ル
ー
ト
に
沿
っ
た
帯
状
ま
た
は

線
状
の
標
本
地
（
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
）
が
調

査
地
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ト
ラ

ン
セ
ク
ト
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
各
種
の

チ
ョ
ウ
の
分
布
や
個
体
数
変
化
と
自
然
環

境
と
の
関
係
な
ど
の
解
析
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
で
も
ト
ラ
ン
セ
ク

ト
調
査
を
実
施
し
、
チ
ョ
ウ
類
の
種
構
成

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
個

体
数
の
増
減
か
ら
植
生
管
理
の
方
針
を
決

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
考
え
か
ら
、
早
速
、
チ
ョ
ウ
類
の
ト

ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の

チ
ョ
ウ
類
相
の
特
徴

最
初
の
チ
ョ
ウ
類
の
ト
ラ
ン
セ
ク
ト

調
査
は
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
事
業
開
始

の
年
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
へ
の
登
り
口
に
あ
る
ク

リ
園
を
起
点
に
、
２
つ
の
折
り
返
し
の
あ

る
総
延
長
約
1
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

ル
ー
ト
を
設
定
し
て
、
５
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
毎
月
１
回
、
晴
天
の
日
に
歩
い
て

ネザサが密生した区画。調査は不可能だった 伐採後間もないクヌギやコナラなどが並ぶ区画

里山のチョウ類図鑑①　林内で見られるチョウたち

ミヤマセセリ（セセリチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●1化性（幼虫越冬）　●コナラ，クヌギ
早春にあらわれ、枯れ葉が積もる林床を
飛び回り、陽だまりのスミレ類などの花
を訪れる

ヒカゲチョウ（タテハチョウ科）
●本州、四国、九州（日本固有種）
●多化性（幼虫越冬）　●ササ類、タケ類
成虫は夏〜初秋、年2〜3回出現。林内
を活発に飛び回り、樹液に集まる

クロアゲハ（アゲハチョウ科）
●北海道を除く全国（日華区）
●多化性（蛹越冬）　●サンショウ類など
のミカン科
成虫は春〜夏、年に2〜3回出現。山道
に沿って飛び、いろいろな花を訪れる

クロヒカゲ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（幼虫越冬）　●ササ類、タケ類
成虫は晩春〜秋、年3〜4回出現。林内
をヒカゲチョウより高速で飛び回り、樹
液に集まる

オオムラサキ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●1化性（幼虫越冬）　●エノキ
日本の国蝶。成虫は夏に出現。樹上を力
強く飛び、樹液に集まる。オスは翅表が
紫色に輝く

サトキマダラヒカゲ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日本固有種）
●多化性（蛹越冬）　●ササ類、タケ類
成虫は晩春〜秋、年2 〜 3回出現。里山
林の内外を活発に飛び回り、樹液に集ま
る

「里山のチョウ類図鑑」では、●＝分布（動物地理区）、●＝化性（越冬態）、●＝食草・食樹を示します。
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目
撃
し
た
チ
ョ
ウ
の
種
と
個
体
数
を
記
録

し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
ネ
ザ

サ
が
密
生
す
る
な
ど
し
て
入
れ
な
い
場
所

が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の

森
の
全
域
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
合
計 

49
種

6
0
7
個
体
の
チ
ョ
ウ
類
が
ゼ
フ
ィ
ル
ス

の
森
か
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
３
種

は
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
（
1
4
0
個
体
）、
サ

ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
（
52
個
体
）、
ク
ロ

ヒ
カ
ゲ
（
47
個
体
）
で
、
こ
の
３
種
だ
け

で
全
体
の
39
％
を
占
め
ま
し
た
。
ゼ
フ
ィ

ル
ス
の
森
と
は
い
う
も
の
の
、
優
占
種＊

か

ら
見
る
と
「
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
の
森
」
と
名

付
け
た
方
が
よ
い
く
ら
い
で
し
た
。
ヒ
カ

ゲ
チ
ョ
ウ
類
は
、幼
虫
が
ネ
ザ
サ
を
食
べ
、

成
虫
が
樹
液
に
集
ま
り
ま
す
の
で
、
里
山

林
を
代
表
す
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
す
。

し
か
も
、
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
と
サ
ト
キ
マ
ダ

ラ
ヒ
カ
ゲ
は
日
本
固
有
種
で
す
か
ら
、
翅

の
色
彩
は
地
味
で
す
が
、
保
全
の
対
象
と

す
べ
き
チ
ョ
ウ
類
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
は
、
多
い
方

か
ら
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
（
5
位
、
32

個
体
）、ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ（
7
位
、

29
個
体
）、
ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

（
10
位
、
19
個
体
）、
ウ
ラ
ジ
ロ
ミ
ド
リ
シ

ジ
ミ
（
8
個
体
）、
ア
カ
シ
ジ
ミ
（
7
個

＊優占種：その生態系の中でいちばん数が多く、広い範囲を占めている種。

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類
の
食
草
で
あ
る
ス
ミ
レ

類
の
一
種
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

里山のチョウ類図鑑②　森の妖精「ゼフィルス」たち

ミドリシジミ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●1化性（卵越冬）　●ハンノキ類
初夏に出現、ハンノキなどのこずえを飛
び回り、クリの花などを訪れる。オスの
翅表は緑色に輝く

ウラナミアカシジミ（シジミチョウ科）
●北海道、本州、四国（日華区）
●1化性（卵越冬）　●クヌギ、コナラなど
夏の夕方、若いクヌギなどのこずえを飛
び回り、クリの花などを訪れる。翅表は
だいだい色

ウラジロミドリシジミ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●1化性（卵越冬）　●カシワ、ナラガシワ
初夏にカシワなどのこずえを飛び回り、
クリの花などを訪れる。オスの翅表は青
緑色に輝く

アカシジミ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●1化性（卵越冬）　●クヌギ、コナラなど
初夏にあらわれ、夕方活発に飛び回り、
クリの花などを訪れる。翅表はだいだい
色

ウラミスジシジミ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●1化性（卵越冬）　●クヌギ、カシワなど
初夏〜夏の夕方、クヌギなどのこずえを
飛び、クリの花などを訪れる。翅表に紫
色の斑紋がある

ミズイロオナガシジミ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日本固有種）
●1化性（卵越冬）　●クヌギ、コナラなど
初夏にあらわれ、夕方活発に飛び、クリ
の花などを訪れる。翅表は黒褐色
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体
）、
オ
オ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
（
2
個
体
）、

ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ
ミ
（
1
個
体
）
の
7

種
が
確
認
さ
れ
、
全
体
の
16
％
を
占
め
ま

し
た
。
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
は
１
年
に
2
～

3
回
発
生
（
多
化
性
と
い
い
ま
す
）
し
ま

す
し
、
林
の
下
の
方
を
飛
び
ま
す
の
で
確

認
が
容
易
で
す
が
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
は
年

１
回
、
初
夏
か
ら
夏
の
み
に
成
虫
が
出
現

（
1
化
性
と
い
い
ま
す
）
し
、
早
朝
・
夕

方
な
ど
特
定
の
時
間
帯
に
の
み
樹
上
を
飛

び
回
る
種
が
多
い
た
め
、
ト
ラ
ン
セ
ク
ト

調
査
で
は
記
録
さ
れ
に
く
い
グ
ル
ー
プ
で

す
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
森

に
生
息
す
る
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
10
種
の
う
ち

7
種
が
確
認
さ
れ
、
３
種
が
上
位
種
だ
っ

た
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

確
認
個
体
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
グ
ル
ー
プ

は
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類
で
す
。
メ
ス

グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
（
8
位
、
23
個
体
）、

ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
（
11
個
体
）、
ク
モ

ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
（
2
個
体
）、
オ
オ
ウ

ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
（
１
個
体
）、

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
（
１
個
体
）
の
５

種
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
4
種

は
1
化
性（
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
以
外
）

で
、
食
草
の
ス
ミ
レ
類
が
多
い
開
け
た
里

山
で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
チ
ョ
ウ
類
の
成
虫
は
訪
花
性
で
あ

り
、
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
や
ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ

ウ
の
な
ど
の
草
本
や
ク
リ
や
コ
シ
ア
ブ
ラ

の
よ
う
な
木
本
の
花
か
ら
吸
蜜
す
る
な

ど
、
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
と
は
対
照
的
な
性

格
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、
コ
ミ
ス
ジ
（
4
位
、

39
個
体
）
や
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
（
6

位
、
30
種
）、
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ
（
9

位
、
22
個
体
）
と
い
っ
た
林
縁
性
・
訪
花

性
の
種
が
多
く
、
夏
に
は
日
本
の
国
蝶
オ

オ
ム
ラ
サ
キ（
1
化
性
で
成
虫
は
樹
液
食
）

の
雄
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
ゼ

フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ
類
群
集
は
と
て

も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

都
市
公
園
と
の
比
較

と
こ
ろ
で
、
三
草
山
の
よ
う
な
里
山

林
の
チ
ョ
ウ
類
群
集
に
は
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
研

究
室
で
は
、
大
阪
府
内
の
都
市
公
園
で
も

チ
ョ
ウ
類
の
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
を
行

い
、
群
集
の
特
徴
を
解
析
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
の
勤
め
る
大
阪
府
立
大
学
の

近
く
に
あ
る
大
泉
緑
地
は
約
1
0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
敷
地
に
約
2
0
0
種
の
樹
木
が

植
栽
さ
れ
て
い
る
都
市
公
園
で
す
が
、
1

年
間
の
調
査
で
見
ら
れ
た
チ
ョ
ウ
類
は
22

種
と
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
半
分
以
下
で
し

ゼフィルスの森と都市緑地のチョウ類　1992 年の上位種の比較（石井ほか、1991、1995 による）

三草山ゼフィルスの森
順位 種名 生活場所 主な食草 成虫の食物 化性 分布型

1 ヒカゲチョウ 森林性 ササ類など 樹液など 多化性 日華区
2 サトキマダラヒカゲ 森林性 ササ類など 樹液など 多化性 日華区
3 クロヒカゲ 森林性 ササ類など 樹液など 多化性 日華区
4 コミスジ 森林性 ハギなど 花蜜 多化性 旧北区
5 ウラナミアカシジミ 森林性 コナラ・クヌギ 花蜜など 1化性 日華区
6 オオチャバネセセリ 森林性 ササ類など 花蜜 多化性 日華区
7 ミズイロオナガシジミ 森林性 コナラ・クヌギ 花蜜など 1化性 日華区
8 メスグロヒョウモン 森林性 スミレ類 花蜜 1化性 日華区
9 イチモンジチョウ 森林性 スイカズラ 花蜜 多化性 旧北区

10 ヒロオビミドリシジミ 森林性 ナラガシワ 花蜜など 1化性 日華区

大阪府堺市の都市緑地
順位 種名 生活場所 主な食草 成虫の食物 化性 分布型

1 ヤマトシジミ 草原性 カタバミ 花蜜 多化性 東洋区
2 イチモンジセセリ 草原性 イネ科 花蜜 多化性 東洋区
3 モンシロチョウ 草原性 アブラナ科 花蜜 多化性 旧北区
4 キタキチョウ 森林性 ハギなど 花蜜 多化性 日課区
5 ツバメシジミ 草原性 マメ科 花蜜 多化性 旧北区
6 ベニシジミ 草原性 スイバなど 花蜜 多化性 旧北区
7 モンキチョウ 草原性 シロツメクサ 花蜜 多化性 旧北区
8 アオスジアゲハ 森林性 クスノキなど 花蜜 多化性 東洋区
9 ヒメアカタテハ 草原性 ヨモギなど 花蜜 多化性 汎世界

10 アゲハ 森林性 ミカン科 花蜜 多化性 日課区
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た
。
上
位
種
も
ま
っ
た
く
異
な
り
、
ヤ
マ

ト
シ
ジ
ミ
、
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
、
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
、
ツ
バ
メ

シ
ジ
ミ
な
ど
の
多
化
性
・
訪
花
性
の
種
で

し
た
。
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
が
林
縁
性
で
あ
る

以
外
は
草
原
性
の
強
い
種
で
す
。
ま
た
、

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
や
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

の
成
虫
は
高
い
移
動
性
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。チ

ョ
ウ
類
群
集
の
種
構
成
を
比
較
す

る
と
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
で
優
占
す
る
サ

サ
食
者
（
幼
虫
が
ネ
ザ
サ
を
食
草
と
す
る

種
）
は
大
泉
緑
地
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
公
園
に
は
も
と
も

と
ネ
ザ
サ
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
都
市
公
園
に
は
、
草

原
性
、
多
化
性
、
移
動
性
、
訪
花
性
の

種
が
多
く
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
で
森
林

性
、
1
化
性
、
定
住
性
、
樹
液
食
性
の
種

が
多
い
の
と
対
照
的
で
し
た
。
都
市
公
園

は
、
チ
ョ
ウ
に
と
っ
て
は
市
街
地
と
い
う

海
原
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
な
存
在
で
、
内

部
は
広
い
芝
生
広
場
や
花
壇
が
あ
る
草
原

的
な
環
境
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の

種
の
生
息
に
適
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
大
阪
の
都
市
域
に
あ
る

大
規
模
公
園
で
も
、
旧
来
の
里
山
を
一
部

に
取
り
込
ん
だ
半
造
成
公
園
の
服
部
緑
地

で
は
、
森
林
性
、
定
住
性
、
サ
サ
食
、
樹

液
食
の
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
や
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ
、
1
化
性
の
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
を
少

な
い
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ

ら
に
興
味
深
い
の
は
、
分
布
型
か

ら
見
た
チ
ョ
ウ
の
種
構
成
の
違
い
で
す
。

動

＊

物
地
理
区
で
は
、
日
本
は
大
ま
か
に
言

え
ば
、
南
西
諸
島
は
東
洋
区
、
そ
れ
以
外

は
旧
北
区
に
属
し
ま
す
。
前
者
の
種
は
、

東
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
に
分

布
す
る
南
方
系
で
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
や
イ

チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
な

ど
を
含
み
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者

の
種
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ロ
シ
ア
を
含
む

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
に
分
布
す
る
北
方

系
で
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
や
ツ
バ
メ
シ
ジ

ミ
、
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
が
含
ま
れ

ま
す
。
し
か
し
、
日
本
に
は
こ
れ
ら
の
広

域
分
布
種
に
加
え
て
、
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
の

よ
う
な
日
本
固
有
種
や
ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
の
よ
う
に
日
本
海
を
取
り
巻
く
地

域
に
生
息
す
る
種
な
ど
、
日
本
を
含
む
東

ア
ジ
ア
の
温
帯
地
域
に
分
布
す
る
比
較

的
狭
域
の
分
布
域
を
も
つ
種
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
分
布
を
す
る
チ
ョ
ウ
類
は

「
日に

っ
か華

区
系
」
と
さ
れ
、
古
い
起
源
を
も

つ
種
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
フ
ィ
ル

ス
の
森
で
は
種
数
・
個
体
数
と
も
に
約
4

三草山（里山林）

種

　数

個
体
数

大泉緑地（都市緑地）

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

里山林と都市緑地のチョウ類群集の特徴の比較
種数、個体数ともに、ゼフィルスの森では森林性・1化性・定住性の
種が多く、都市公園では草原性・多化性・移動性の種が多いという
特徴が明らかになった

三草山のゼフィルス類
上段（左から）ウラゴマダラシジミ、アカシジミ、
ミズイロオナガシジミ（裏）、ウラジロミドリシ
ジミ
中段（左から）ウラキンシジミ（表）、ウラナミ
アカシジミ（裏）、ミドリシジミ（オス）、オオ
ミドリシジミ
下段（左から）ウラキンシジミ（裏）、ウラミス
ジシジミ、ミドリシジミ（メス）、ヒロオビミド
リシジミ

＊動物地理区：生物相の特徴によって区別した地球上の地理的区分。6区に分けられている。
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分
の
3
を
日
華
区
系
が
占
め
、
大
泉
緑
地

と
比
べ
、
多
く
の
「
日
本
的
な
種
」
を
温

存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の

植
生
管
理
の
方
針

こ
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査

に
よ
り
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ
類
群

集
の
多
様
性
と
位
置
付
け
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の

森
は
東
京
ド
ー
ム
３
個
分
ほ
ど
の
面
積
し

か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
府
域
で

記
録
の
あ
る
約
1
0
0
種
の
約
半
数
が
確

認
さ
れ
、
ま
た
日
華
区
系
の
森
林
性
種
が

多
い
な
ど
、
都
市
化
と
と
も
に
減
少
の
著

し
い
チ
ョ
ウ
類
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
れ
は
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
植

生
の
多
様
さ
を
反
映
す
る
も
の
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
で
、チ
ョ
ウ
類
を
指
標
と
し
て
、

そ
の
多
様
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
植
生

管
理
を
行
う
と
い
う
方
針
が
決
ま
り
ま
し

た
。た

だ
、
そ
の
際
に
問
題
と
な
る
の
は

ネ
ザ
サ
の
扱
い
で
す
。
か
つ
て
の
里
山
林

で
は
、
ネ
ザ
サ
な
ど
の
下
草
は
燃
料
や
肥

料
と
し
て
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
三
草
山
で
も
、
決
め
ら
れ
た
時
期
に

住
民
が
い
っ
せ
い
に
山
に
入
り
、
下
草
の

大阪都市緑地のチョウたち

アオスジアゲハ
モンシロチョウ

ムラサキシジミ

ベニシジミ

ヤマトシジミ
イチモンジ

セセリ
ヒメ

アカタテハ

キタ
キチョウ

モン
キチョウ

アゲハ

ウラギンシジミ
表　　　裏

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
花
々

右
：
シ
ハ
イ
ス
ミ
レ

左
：
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ



49 チョウたちと里山をつくる

採
取
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
林
床

の
ネ
ザ
サ
が
刈
り
込
ま
れ
れ
ば
、
ス
ミ
レ

類
な
ど
の
林
床
草
本
の
生
育
に
好
適
な
環

境
と
な
り
、
そ
れ
に
依
存
す
る
ヒ
ョ
ウ
モ

ン
チ
ョ
ウ
類
な
ど
が
増
加
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
ネ
ザ
サ
は
ヒ
カ

ゲ
チ
ョ
ウ
類
に
と
っ
て
は
幼
虫
の
食
草
と

な
る
資
源
で
す
。

そ
こ
で
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
で
は
、

ネ
ザ
サ
を
刈
り
込
む
区
画
と
刈
り
残
す
区

画
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
全
域
を
対
象
に
、
25
メ
ー
ト
ル

幅
の
ス
ト
ラ
イ
プ
状
に
下
刈
り
を
実
施
す

る
植
生
帯
と
実
施
し
な
い
植
生
帯
を
交
互

に
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
コ
ナ
ラ
や

ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
を
主
体
と
す
る
木

本
層
は
、
樹
高
約
20
メ
ー
ト
ル
の
区
画
か

ら
伐
採
か
ら
間
も
な
い
区
画
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
状
態
の
も
の
を
含
む
た
め
、
こ
の
下

層
植
生
の
「
縞し

ま

状
管
理
」
に
よ
り
多
様
な

植
生
景
観
の
モ
ザ
イ
ク
が
形
成
さ
れ
る
は

ず
で
す
。
一
方
、
木
本
層
に
つ
い
て
は
、

当
面
は
大
規
模
な
間
伐
等
は
行
わ
な
い
こ

と
に
し
ま
し
た
。

チ
ョ
ウ
類
を
指
標
と
し
て
植
生
管
理

を
行
う
場
合
、
種
数
や
種
構
成
の
み
の
評

価
で
は
、
き
め
細
や
か
な
管
理
手
法
の
調

整
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
の
結
果
に
基
づ

三草山でのゼフィルス調査

里山のチョウ類図鑑③　林縁で見られるチョウたち（１）

ミドリヒョウモン（タテハチョウ科）
●北海道～九州（旧北区）
●1化性（幼虫越冬）　●スミレ類
初夏に羽化し、クリの花などを訪れるが
真夏には姿を消し、再び初秋に活動する

ルリタテハ（タテハチョウ科）
●全国（東洋区）　●多化性（成虫越冬）
●サルトリイバラなど
春〜秋に年3〜4回出現。林の内外を活
発に飛び、路上によくとまる。また樹液
に集まる

コミスジ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（旧北区）
●多化性（幼虫越冬）　●ハギ、フジなど
春〜初秋に年3〜4回出現。林縁の日の
当たるところを緩やかに滑空し、葉上に
とまる

アカタテハ（タテハチョウ科）
●全国（東洋区）　●多化性（成虫越冬）
●ヤブマオ、カラムシなど
春〜秋に年3〜4回出現。林縁を活発に
飛び、花や樹液に来る

イチモンジチョウ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（旧北区）
●多化性（幼虫越冬）　●スイカズラなど
春〜初秋に年3〜4回出現。樹木のまわり
を滑空し、いろいろな花を訪れる

キタテハ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（成虫越冬）　●カナムグラ
春〜秋、林縁や山道を飛び、花や樹液に
集まる。夏型と秋型（写真）の季節型が
ある
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き
、
チ
ョ
ウ
類
群
集
の
状
態
を
表
す
量
的

な
評
価
基
準
と
し
て
、
密
度
（
ル
ー
ト
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
個
体
数
）
と
種

多
様
度＊

を
算
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
1
9
9
2
年
の
調
査

で
は
、
密
度
は
27
・
4
、
種
多
様
度
は

4
・
4
で
し
た
。

こ
れ
を
大
阪
周
辺
の
他
の
チ
ョ
ウ
類

群
集
と
比
較
す
る
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
密
度
・
種
多
様

度
と
も
に
最
も
大
き
な
値
を
示
し
た
の
は

貝
塚
市
や
二
上
山
の
里
山
林
で
、
ゼ
フ
ィ

ル
ス
の
森
を
少
し
ず
つ
上
回
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
照
葉
樹
林
の
卓
越
す
る

春
日
山
と
箕
面
公
園
の
チ
ョ
ウ
類
群
集

は
、
種
多
様
度
が
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
に
準

ず
る
高
さ
を
示
し
ま
し
た
が
、
密
度
は
か

な
り
低
い
値
で
し
た
。
服
部
緑
地
、
大
泉

緑
地
、
大
仙
公
園
、
長
居
公
園
と
い
っ
た

都
市
公
園
は
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
よ
り
密

度
は
高
い
も
の
の
、
こ
の
順
で
種
多
様
度

は
低
く
な
り
ま
し
た
。
チ
ョ
ウ
類
群
集
の

種
多
様
度
が
、
敷
地
内
に
里
山
林
を
含
む

服
部
緑
地
で
最
も
高
く
、
大
規
模
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
あ
る
長
居
公
園
で
低
い
の
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
都
市
公
園
の
中
で
密
度
・

種
多
様
度
と
も
に
最
低
の
値
を
示
し
た
の

は
、
大
阪
の
都
心
に
あ
る
大
阪
城
公
園
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
チ
ョ
ウ
類
群
集
の

密
度
と
種
多
様
度
は
、
里
山
林
で
と
も
に

大
き
な
値
を
示
す
こ
と
、
そ
し
て
植
生
の

状
態
を
よ
く
反
映
す
る
量
的
な
評
価
基
準

と
し
て
利
用
で
き
そ
う
な
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
ト
ラ

ン
セ
ク
ト
調
査
の
結
果
を
ル
ー
ト
の
植
生

環
境
別
に
集
計
し
て
み
ま
し
た
。
調
査
の

際
に
植
生
環
境
の
異
な
る
12
の
小
区
間
に

分
け
て
デ
ー
タ
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
ら
を
里
山
林
の
林
縁
と
林
内
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
植
林
の
３
区
に
再
整
理
し
て
み
た

の
で
す
。
す
る
と
、
林
縁
区
間
で
は
48
種

と
ほ
ぼ
す
べ
て
の
種
が
確
認
さ
れ
、
密
度

（
47
・
7
）、
種
多
様
度
（
4
・
5
）
も
林

内
区
間
（
30
種
、
20
・
0
、
3
・
6
）
よ

り
も
ず
っ
と
大
き
な
値
を
示
す
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
逆
に
、
管
理
状
態
の

悪
い
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
区
間
で
は
、

わ
ず
か
8
種
19
個
体
の
チ
ョ
ウ
し
か
記

録
さ
れ
ず
、
密
度
（
4
・
0
）、
種
多
様

度
（
2
・
5
）
と
も
に
、
大
阪
城
公
園
な

み
の
極
め
て
低
い
値
を
示
し
ま
し
た
。
植

林
部
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
下
層
植
生

が
発
達
す
る
よ
う
な
十
分
な
管
理
を
行
う

か
、
自
然
林
へ
の
転
換
が
必
要
と
言
え
そ

う
で
す
。

長居公園
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
個
体
数
（
平
均
密
度
）

2 3 4 5

40

30

20

10

0

箕面公園大阪城公園

大仙公園
大泉緑地 貝塚里山

二上山
三草山

春日山

服部緑地
緑化団地 A

緑化団地 B

種多様度（H’）

三草山（里山林）

種

　数

個
体
数

大泉緑地（都市緑地）

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

森林性

1化性

訪花性

ササ食

日華系

定住性

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

近畿地方のさまざまな緑地のチョ
ウ類群集の種多様度と平均密度（日
浦、1973、1976、 石 井 ほ か、1991、
1995、石井、1996、石井・宮部、未
発表 より作図）

●：里山
■：照葉樹林
●：一戸建て住宅地
■：都市公園

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
に
造
ら
れ
た
観
察
台
。
高
い

と
こ
ろ
を
飛
ぶ
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
の
生
態
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る

＊ここでは、平均多様度H'を使用
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下
刈
り
と

チ
ョ
ウ
類
群
集
の
多
様
性

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
縞
状
の
下
層
植

生
管
理
は
、
1
9
9
5
年
ま
で
に
全
域
に

及
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
管
理
方
法

の
チ
ョ
ウ
類
群
集
に
対
す
る
影
響
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
1
9
9
5
年
に
2
回

目
の
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ル
ー
ト
は
前
回
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
が
、
事
業
地
外
の
一
部
区
間
の

ネ
ザ
サ
の
伸
長
に
よ
り
約
2
3
0
メ
ー
ト

ル
短
縮
し
、
4
～
10
月
に
毎
月
１
回
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
41
種
2
5
4
個
体

の
チ
ョ
ウ
類
が
記
録
さ
れ
、
前
回
と
比
べ

て
、
種
数
と
個
体
数
の
減
少
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
個
体
数
の
減
少
要
因
の
一
つ
は

ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
の
大
幅
な
減
少
で
、
3

種
の
合
計
で
前
回
の
3
分
の
1
程
度
に
な

り
ま
し
た
。逆
に
、林
縁
性
の
キ
タ
キ
チ
ョ

ウ
は
12
個
体
か
ら
25
個
体
と
ほ
ぼ
２
倍
に

個
体
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

上
位
3
種
は
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
、
キ
タ
キ
チ
ョ

ウ
、
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
と
な
り
、
前

回
最
上
位
種
の
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
は
第
6
位

種
に
後
退
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
下

層
植
生
の
縞
状
管
理
は
サ
サ
食
者
の
減
少

を
も
た
ら
し
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
昆
虫

右
：
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ

左
：
樹
液
に
集
ま
る
カ
ナ
ブ
ン

里山のチョウ類図鑑④　林縁で見られるチョウたち（2）

ヒオドシチョウ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（旧北区）
●1化性（成虫越冬）　●エノキ
初夏に成虫があらわれ、しばらく活動し
た後、翌春まで姿を消す。羽音がするく
らい力強く飛翔し、樹液に集まる

ジャノメチョウ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（旧北区）
●1化性（幼虫越冬）　●ススキなど
夏にススキの自生する林縁を緩やかに飛
び、いろいろな花を訪れるほか、樹液に
も集まる

ゴマダラチョウ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（幼虫越冬）　●エノキ
晩春〜初秋に見られる。エノキの樹上を
滑空し、樹液に集まる。春型と夏型（写
真）は斑紋が異なる

ヒメウラナミジャノメ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（幼虫越冬）　●イネ科各種
春〜秋に数回発生。林縁の草地をはねる
ように緩やかに飛び、草の上によくとま
る。いろいろな花を訪れる

テングチョウ（タテハチョウ科）
●全国（旧北区）
●1化性（成虫越冬）　●エノキ
初夏に成虫が羽化、しばらく活動した後
夏に姿を消し、秋に再びあらわれる。花
を訪れるほか、地面で給水する

ヒメジャノメ（タテハチョウ科）
●北海道～九州（日華区）　●多化性（幼
虫越冬）　●イネ科各種、ササ類
春〜秋に数回発生し、水田の周りの木陰
の低いところを飛ぶ。腐果や樹液に集ま
る
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ウ
類
群
集
の
密
度
を
13
・
4
と
半
減
さ
せ

ま
し
た
が
、
特
定
種
へ
の
個
体
数
の
偏
り

を
緩
和
し
た
こ
と
に
よ
り
、
種
多
様
度
を

4
・
6
へ
と
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

林
縁
と
林
内
に
分
け
て
解
析
す
る
と
、

優
占
種
の
構
成
は
比
較
的
似
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
縞
状
管
理

は
、
林
内
で
は
林
床
に
開
け
た
空
間
を
つ

く
り
出
し
て
林
縁
性
の
種
を
増
加
さ
せ
る

一
方
で
、
林
縁
で
は
ネ
ザ
サ
の
繁
茂
す
る

パ
ッ
チ
を
つ
く
り
、
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
を

増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
草
本
や
つ
る
性

の
植
物
を
衰
退
さ
せ
、
幼
虫
が
そ
れ
ら
を

寄
主
と
す
る
種
や
成
虫
が
花
蜜
食
の
種
を

衰
退
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ド

リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
と
メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

の
個
体
数
が
４
分
の
1
程
度
に
減
少
し
た

こ
と
は
、
林
縁
に
お
け
る
縞
状
管
理
の
課

題
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
層
植
生
の
管
理
は
地
元
の
住
民
に

依
託
し
て
い
ま
す
が
、
1
9
9
6
～

1
9
9
9
年
に
予
算
の
関
係
で
下
刈
り
未

実
施
の
面
積
が
増
え
、
2
0
0
0
年
に
は

ほ
ぼ
全
域
の
縞
状
管
理
が
復
活
し
ま
し

た
。
1
9
9
9
年
と
2
0
0
1
年
に
、
大

学
院
生
で
あ
っ
た
西
中
康
明
さ
ん
が
、
ゼ

フ
ィ
ル
ス
の
森
の
全
域
を
周
回
す
る
約

2
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
巡
視
ル
ー
ト
を

用
い
、
学
位
研
究
の
一
環
と
し
て
ト
ラ
ン

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
花
々

右
：
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ

左
：
サ
サ
ユ
リ

1993～1996年

下刈りを行った場所

1997～1999年 2000年

1993年

1994年

1995年

1996年

下刈りを行った場所

1997年

1998年 未実施か所

未実施か所

1999年

ネザサを
放置

ゼフィルスの森の下草管理の変遷
下草管理は地元住民が担う。ほぼ全域の縞状管理が復活した後のチョウ類調査では、縞状管理が十分でなかった時期とは
群集構造が変化していた

縞状管理が不十分だった時期

1999年の調査
総種数　41

個体数　975
種多様度　3.4

2001年の調査
総種数　46

個体数　775
種多様度　4.0

個体数の減少はササ食のヒカゲ
チョウ類が減少したことによる

ほぼ全域で縞状管理が復活
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セ
ク
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

西
中
さ
ん
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

縞
状
管
理
が
不
十
分
な
1
9
9
9
年
と
完

全
に
近
い
2
0
0
1
年
の
群
集
を
比
較
す

る
と
、
総
種
数
が
41
種
か
ら
46
種
に
増

加
す
る
と
と
も
に
、
総
個
体
数
は
9
7
5

個
体
か
ら
7
7
5
個
体
に
減
少
、
種
多
様

度
は
3
・
4
か
ら
4
・
0
に
改
善
し
ま
し

た
。
こ
の
総
個
体
数
の
大
幅
な
減
少
に
も

ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
が
関
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
両
年
の
群
集
は
い
ず
れ

も
3
種
の
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
が
上
位
を

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
合
計
個
体
数
は

6
4
5
個
体
か
ら
3
8
5
個
体
へ
と
大
き

く
減
少
し
ま
し
た
。
逆
に
、
顕
著
な
増
加

を
示
し
た
の
は
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類

で
、
1
9
9
9
年
に
は
2
種
4
個
体
で
し

た
が
、
2
0
0
1
年
に
は
4
種
28
個
体
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
下
層

植
生
の
管
理
は
チ
ョ
ウ
類
群
集
の
構
造
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
強
め
る
と
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

チ
ョ
ウ
類
の
よ
う
な
林
床
草
本
に
依
存
す

る
種
が
増
加
し
、
弱
め
る
と
サ
サ
食
の
ヒ

カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
が
増
加
す
る
こ
と
が
再
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の

今
後
の
課
題

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
で
確
認
さ
れ
た

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
個
体
数
（
平
均
密
度
）

2 3 4 5

40

30

20

10

0

種多様度（H’）

1992年

1995年

1999年

2001年

種多様度と密度の関係
（石井ほか、 1995、2003、

Nishinaka and Ishii 2006
による）

里山のチョウ類図鑑⑤　林縁で見られるチョウたち（3）

ギフチョウ（アゲハチョウ科）
●本州（日本固有種）　●1化性（蛹で夏
秋冬を越す）　●カンアオイ類
早春にあらわれ，林縁の日の当たる場所
を緩やかに飛び、スミレ類やヤマザクラ
などの花を訪れる

ダイミョウセセリ（セセリチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（幼虫越冬）　●ヤマノイモなど
晩春〜初秋に年数回出現。林縁の草本の
上を活発に飛んでは葉上にとまる。訪花
性。

アゲハ（アゲハチョウ科）
●全国（日華区）　●多化性（蛹越冬）●
サンショウ類などのミカン科
春〜初秋に数回発生。林の縁に沿って飛
び、いろいろな花を訪れる。集落や柑橘

（かんきつ）類の果樹園に多い

コチャバネセセリ（セセリチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（幼虫越冬）　●ササ類、ススキ
春〜夏に年数回発生。ネザサ群落のある
林縁を活発に飛び、花を訪れるほか地面
で吸水する

キアゲハ（アゲハチョウ科）
●全国（全北区）　●多化性（蛹越冬）　
●セリ、シシウドなどのセリ科
春〜初秋に年数回発生。水田の周りやシ
シウドなどのある山道を飛び、草本の花
を訪れる

オオチャバネセセリ（セセリチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（幼虫越冬）　●ササ類など
夏〜秋に年数回発生。林縁の草本群落を
活発に飛び、いろいろな花を訪れる
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チ
ョ
ウ
類
の
種
数
は
、
1
9
9
2
年
と

1
9
9
5
年
、
1
9
9
9
年
と
2
0
0
1

年
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
計
54
種
、

52
種
と
大
き
な
違
い
は
な
く
、
4
年
分
を

累
積
す
る
と
61
種
に
な
り
ま
す
。
確
認
さ

れ
た
り
、
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
種
は
、

１
～
数
個
体
程
度
の
記
録
種
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
開
始
後
に
絶
滅
し
た
と
断
言

で
き
る
チ
ョ
ウ
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の
間

チ
ョ
ウ
類
群
集
は
、
1
9
9
5
年
に
縞
状

管
理
が
完
成
す
る
と
密
度
が
低
下
し
て
種

多
様
度
が
上
昇
、
1
9
9
9
年
頃
に
縞
状

管
理
が
不
完
全
に
な
る
と
密
度
が
上
昇
し

種
多
様
度
が
低
下
、
そ
の
後
、
縞
状
管
理

が
再
び
完
成
に
近
づ
く
と
、
ま
た
密
度
が

低
下
し
種
多
様
度
が
上
昇
す
る
と
い
う
具

合
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
一
定
の
変
化

パ
タ
ー
ン
が
把
握
で
き
た
と
言
え
ま
す
。

ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
3
種
の
1
9
9
2

年
と
2
0
0
1
年
の
合
計
密
度
は
10
・

8
、
11
・
0
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類
4
種
に
つ

い
て
は
2
・
1
か
ら
0
・
8
へ
と
大
き
く

低
下
し
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
ネ

ザ
サ
群
落
が
縞
状
に
温
存
さ
れ
た
一
方
、

ス
ミ
レ
類
を
含
む
林
床
草
本
が
衰
退
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
床
草
本
の
衰
退
は
、
間
伐
や
落
ち

葉
掻
き
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
林

ゼ
フ
ィ
ル
ス
観
察
会
の
様
子

里山のチョウ類図鑑⑥　林縁で見られるチョウたち（4）

キタキチョウ（シロチョウ科）
●北海道を除く全国（日華区）
●多化性（成虫越冬）　●ハギ類などのマ
メ科
春〜秋に年数回発生。林の内外を飛び回
り、いろいろな花を訪れる

コツバメ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日華区）　●1化性（蛹越冬）
●アセビ、ナツハゼなどの花、つぼみ
早春にあらわれる。林縁を活発に飛び回
り、いろいろな花を訪れる。翅表は濃青
色

スジグロシロチョウ（シロチョウ科）
●北海道～九州（日華区）
●多化性（蛹越冬）　●イヌガラシなどの
アブラナ科
春〜秋に年数回発生。林の内外を緩やか
に飛び、いろいろな花を訪れる

トラフシジミ（シジミチョウ科）
●北海道～九州（日華区）　●多化性（蛹
越冬）　●フジ、クズ、ウツギ、ナツハ
ゼなどの花やつぼみ
春と夏にあらわれ、林の内外を活発に飛
びいろいろな花を訪れる

ツマキチョウ（シロチョウ科）
●北海道～九州（日華区）　●1化性（蛹
越冬）　●タネツケバナなどのアブラナ
科
早春にあらわれ、田畑の周りの明るい林縁
を緩やかに飛び、いろいろな花を訪れる

ルリシジミ（シジミチョウ科）
●全国（全北区）　●多化性（蛹越冬）　
●マメ科、バラ科、ミズキ科、ブナ科な
どの花やつぼみ、果実
春〜秋に数回発生。樹上をチラチラと飛
び回り、花に集まる
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ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ
や
ス
ス
キ
な
ど
の
イ
ネ
科

草
本
を
食
草
と
す
る
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ

ノ
メ
や
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
な
ど
で
す
。
ふ

も
と
の
集
落
や
棚
田
で
行
っ
た
ト
ラ
ン
セ

ク
ト
調
査
の
結
果
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の

チ
ョ
ウ
の
一
部
は
山
麓
が
供
給
源
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
ゼ

フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ
類
群
集
の
多
様

性
を
維
持
す
る
に
は
、
森
林
部
分
だ
け
で

な
く
、
集
落
や
田
畑
な
ど
を
含
む
里
山
景

観
全
体
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。里

山
林
部
分
に
つ
い
て
今
後
は
、
下

刈
り
ば
か
り
で
な
く
、間
伐
や
萌
芽
更
新
、

落
ち
葉
掻
き
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
が
、
チ
ョ
ウ
類
を
指
標
と
し
た
順

応
的
な
管
理
手
法
を
続
け
る
の
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゼ
フ
ィ

ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ
類
群
集
の
多
様
性
を

維
持
す
る
こ
と
は
、
三
草
山
全
体
の
里
山

と
し
て
の
植
生
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
と

同
じ
だ
か
ら
で
す
。

床
照
度
の
低
下
や
落
葉
層
の
肥
厚
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の

森
に
林
床
環
境
の
異
な
る
31
個
の
方
形

区
（
25
メ
ー
ト
ル
四
方
）
を
設
置
し
て

行
っ
た
調
査
で
は
、
77
科
2
0
5
種
の
維

管
束
植
物
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち
75
科

1
9
9
種
が
草
本
層
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
草
本
層
の
植
物
の

種
多
様
度
は
落
葉
層
の
除
去
に
よ
っ
て
向

上
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
チ
ョ
ウ
類
の
種
多
様
度
は
、
林
冠
開

空
率
が
大
き
い
方
ま
し
た
。

こ
の
森
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ゼ
フ
ィ

ル
ス
類
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
最
初
の
ト

ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
で
確
認
個
体
数
の
多

か
っ
た
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
や
ミ
ズ
イ

ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
、
ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ

ジ
ミ
な
ど
は
健
在
で
す
。
し
か
し
、
伐
採

直
後
の
ク
ヌ
ギ
の
萌
芽
林
を
好
む
と
さ
れ

る
オ
オ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
や
、
低
木
層
の
樹

木
に
依
存
す
る
ウ
ラ
キ
ン
シ
ジ
ミ
（
食
樹

は
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
な
ど
）、
ウ
ラ
ゴ
マ

ダ
ラ
シ
ジ
ミ
（
食
樹
は
イ
ボ
タ
ノ
キ
）
が

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
、
間
伐
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ
類
の
顔

ぶ
れ
を
見
る
と
、
森
の
中
に
寄
主
植
物
が

乏
し
い
種
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

ヤ
マ
ノ
イ
モ
な
ど
を
寄
主
と
す
る
ダ
イ

早春のゼフィルスの森



■ 里山を守る活動に参加したい・サポートしたい方へ

【総合的な情報を得たい】
■ 環境省自然環境局自然環境計画課
　＜生物多様性国家戦略＞
　http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/initiatives/
　＜里地里山の保全・活用、里山イニシアティブ＞
　http://www.env.go.jp/nature/satoyama/top.html
　＜生物多様性センター＞
　http://www.biodic.go.jp/
　＜生物多様性とは＞
　http://www.biodic.go.jp/biodiversity/
　＜生物多様性評価地図＞
　http://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/

map/list.html
　＜RDB図鑑＞
　http://www.sizenken.biodic.go.jp/rdb/index.html
　＜モニタリングサイト1000＞
　http://www.biodic.go.jp/moni1000.html
■ 文化庁
　＜文化的景観＞
　http://www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/keikan.html
■ にほんの里100選
　http://www.sato100.com/
■ モニタリングサイト1000里地調査
　http://www.nacsj.or.jp/project/moni1000/
■ 日本全国野焼きマップ（岐阜大学流域圏科学研究セン

ター・津田研究室）
　http://www.green.gifu-u.ac.jp/~tsuda/hiiremap.html
■ 全国草原再生ネットワーク
　http://sogen-net.jp/
　https://www.facebook.com/sogen.net
■ 景観生態学会
　http://jale-japan.org/wp/

【『エコロジー講座7　里山のこれまでとこれから』
で紹介した地域の活動について知りたい】

■宝ヶ池プレイパーク（京都府）
　http://www.kyoto-ga.jp/kodomonorakuen/playpark/

index.html
■里山ネットワーク世屋（京都府）
　http://www.satoyama-net-seya.org
■ プロジェクト保津川（京都府）
　http://hozugawa.org/program/ikada.html
■比良の里人（滋賀県）
　http://www9.plala.or.jp/satobito/
■財団法人大阪みどりのトラスト協会　ゼフィルスの森ト

ラスト基金（大阪府）
　http://www.ogtrust.jp/donate/zephyrus.html
■雲月山の草原の火入れ（広島県）
　http://jale.sblo.jp/article/55536700.html
　http://jale.sblo.jp/article/55738589.html
■芸北せどやま再生プロジェクト（広島県）
　http://npo.shizenkan.info/?page_id=16
　https://www.facebook.com/geihoku.sedoyama
■ひろしま緑づくりインフォメーションセンター（広島県）
　http://www.h-gic.jp/
■阿蘇草原再生協議会（熊本県）
　http://www.aso-sougen.com/kyougikai/
■公益財団法人阿蘇グリーンストック（熊本県）
　http://www.asogreenstock.com/

　里山の環境を守る活動を行う団体や，関連の情報を発信しているウェブサイトを紹介します。活動拠
点や内容，一般の方が参加できるイベントなどが紹介されています。直接活動に参加できなくても，商
品を購入したり，寄付を行ったりすることで，活動をサポートすることができます。サイトで知ったこ
とを他の人に伝えたりすることも，里山の保全に貢献することになります。
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■ 日本生態学会とは？

　日本生態学会は、1953 年に創設されました。生態学を専門とする研究者や学生、さらに生態

学に関心のある一般市民から構成される、会員数 4000 人余りを誇る、環境科学の分野では日本

有数の学術団体です。

　生態学は、たいへん広い分野をカバーしているので、会員の興味もさまざまです。生物の大

発生や絶滅はなぜ起こるのか、多種多様な生物はどのようにして進化してきたのか、生態系の

中で物質はどのように循環しているのか、希少生物の保全や外来種の管理を効果的に行うには

どのような方法があるのか、といった多様な問題に取り組んでいます。また、対象とする生物

や生態系もさまざまで、植物、動物、微生物、森林、農地、湖沼、海洋などあらゆる分野に及

んでいます。会員の多くが、自然や生きものが好きだ、地球上の生物多様性や環境を保全したい、

という思いを共有しています。

　毎年 1 回開催される年次大会は学会の最大のイベントで、2000 人ほどが参加し、数多くのシ

ンポジウムや集会、一般講演を聴くことができます。また、高校生を対象としたポスター発表

会も行っており、次代を担う生態学者の育成に努めています。学術雑誌の出版も学会の重要な

活動で、専門性の高い英文誌「Ecological Research」をはじめ、解説記事が豊富な和文誌「日

本生態学会誌」、保全を専門に扱った和文誌「保全生態学研究」の 3 つが柱です。英文はちょっ

と苦手という方も、和文誌が 2 種類用意されているので、新しい知見を吸収できると思います。

さらに、行政事業に対する要望書の提出や、一般向けの各種講演会、『生態学入門』などの書籍

の発行など、社会に対してもさまざまな情報を発信しています。

　日本生態学会には、いつでも誰でも入会できます。入会を希望される場合は、以下のサイト

をご覧下さい。「入会案内」のページに、会費、申込み方法などが掲載されています。

http://www.esj .ne.jp/esj/


